
決算のポイント

セグメント別業績の概況

（前年同期比 22.7％減）
億円241

売上高

（前年同期比 37.9％減）
億円32

経常利益 電池材料や二輪車向け排ガス用触媒の�
販売は堅調に推移したものの、レアアース
価格の低下等の要因により、減益。

（前年同期比 18.0％増）
億円772

売上高

（前年同期は28億円の経常損失）
億円15

経常利益 亜鉛など主要地金の需要およびLME�
（ロンドン金属取引所）価格は低調に�
推移したものの、円安効果、在庫要因等
により、増益。

（前年同期比 1.6％減）
億円361

売上高

（前年同期比 113.9％増）
億円23

経常利益 極薄銅箔の需要が堅調に推移し販売が�
増加した一方で、汎用銅箔および金属粉
の需要が低調に推移。極薄銅箔の販売の
増加等により、増益。

（前年同期比 3.6％増）
億円616

売上高

（前年同期は4億円の経常損失）
億円58

経常利益 薄膜材料の販売が好調に推移。加えて�
同製品のたな卸資産評価の見積り変更に
よる一過性の影響等により、増益。

（前年同期比 8.5％減）
億円427

売上高

（前年同期比 78.5％減）
億円7

経常利益 エコカー補助金効果の剥落等により自動車
需要が低調に推移したことで販売が減少
し、減益。

金属・資源

％31.9

電子材料

％14.9

自動車機器

％17.7

素材関連

％25.5

1
POINT 　亜鉛など主要地金において円安効果がプラスに影響し、また、

極薄銅箔や薄膜材料の販売が好調。この結果、売上高は前年�
同期比９７億円（４.７％）の増収。

2
POINT

　損益面では、極薄銅箔や薄膜材料等の販売の増加、薄膜材料
製品のたな卸資産評価の見積り変更による一過性の影響、円安
効果および在庫要因等により、営業利益は前年同期比６１億円
（１０７.3％）、経常利益は前年同期比７９億円（１６８.5％）の増益。
さらに固定資産除却損等の特別損益、税金費用等を計上した�
結果、四半期純利益は前年同期比61億円（２３１.3％）の増益。

3
POINT 　通期では、当上半期決算と足もとの状況を勘案し、売上高は

４,３５７億円、営業利益は２０９億円、経常利益は２１４億円、当期�
純利益は１３１億円の見込。
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億円119
営業利益

（前年同期比107.3％増）

億円126
経常利益

（前年同期比168.5％増）

億円87
四半期純利益

（前年同期比231.3％増）

億円2,167
売上高

（前年同期比 4.7％増）

％10.0
機能材料

※各セグメントの売上高および経常利益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。
※グラフはセグメント別の売上高構成比を表しています。

※�通期見込につきましては、2013年11月5日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。
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株主の皆様へ

2013年4月1日　　　2013年9月30日
上半期報告書第89期

　株主の皆様には、日頃から格別のご支援を賜り厚く御礼申しあげます。第８９期上半期
（２０１３年４月１日から２０１３年９月３０日まで）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、円安による輸入品の高騰や中国の景気減速懸念等が
あるものの、いわゆる「アベノミクス」によるプラス効果が実体経済に徐 に々波及している
ことに加えて、震災復興需要、緊急経済対策の本格化や消費税率引き上げ前の駆け込
み需要等もあり、景気は回復基調が持続している中で推移しました。
　このような環境下におきまして、三井金属グループの上半期業績は、極薄銅箔や薄膜
材料等の販売が好調であったこと、金属・資源事業等における円安効果による増収や 
在庫要因等により、前年同期比で増収増益となりました。
　５月に発表いたしました3ヵ年の中期経営計画（13中計）の初年度である本年は、 
今後の三井金属グループの発展成長を期する上で非常に大切なスタートの年であり、 
着実に計画を実行していくことで、２０１５年度の経常利益４５０億円達成に向けて企業 
価値の増大に努めてまいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
　なお、中間配当につきましては、財務体質の改善を優先し、見送りとさせていただきま
した。ご理解のほどよろしくお願い申しあげます。

ご挨拶

代表取締役社長

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈 株式事務のお取扱い 〉
1. 未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2. 住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社の口座へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社に
お申し出ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索

CLOSE�UP

「3ヵ年の中期経営計画（13中計）」 （2013年度～2015年度）

主要指標 2015年度 （ご参考）2012年度

売上高 （億円） 4,700 4,172

経常利益 （億円） 450 162

自己資本比率 （％） 38.0 33.4

D/E レシオ（NET） 0.88 1.13

連結借入金残高（NET）（億円） 1,690 1,652

技術本部

生産拠点

新製品／新技術開発等
新製品、新技術や

量産課題の情報交換

金型、設備、製品への
技術ノウハウのフィードバック

技術支援、
技術者等の受入れ教育

技術ノウハウの成文化
熟成した先進技術の生産拠点への展開

ものづくりセンター

生産パラメーターの決定／工程やノウハウの数値化

ものづくり部

実働ライン・設備でのトライとデータ収集

製造部

品質と生産性向上の仕組み確立

課題の改善・技術データの蓄積

● ものづくりセンターの役割

C O N T E N T S

ご挨拶
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第89期上半期レビュー  ニュース編

インタビュー　
取締役　兼　常務執行役員
 （三井金属アクト株式会社　代表取締役社長）

坂井　治文

CLOSE UP　
三井金属アクトものづくりセンター
自動車用機能部品の
世界同一品質と高い生産性を実現
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決算のポイント

セグメント別業績の概況
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※�通期見込につきましては、2013年11月5日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。
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総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。
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あるものの、いわゆる「アベノミクス」によるプラス効果が実体経済に徐 に々波及している
ことに加えて、震災復興需要、緊急経済対策の本格化や消費税率引き上げ前の駆け込
み需要等もあり、景気は回復基調が持続している中で推移しました。
　このような環境下におきまして、三井金属グループの上半期業績は、極薄銅箔や薄膜
材料等の販売が好調であったこと、金属・資源事業等における円安効果による増収や 
在庫要因等により、前年同期比で増収増益となりました。
　５月に発表いたしました3ヵ年の中期経営計画（13中計）の初年度である本年は、 
今後の三井金属グループの発展成長を期する上で非常に大切なスタートの年であり、 
着実に計画を実行していくことで、２０１５年度の経常利益４５０億円達成に向けて企業 
価値の増大に努めてまいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
　なお、中間配当につきましては、財務体質の改善を優先し、見送りとさせていただきま
した。ご理解のほどよろしくお願い申しあげます。

ご挨拶

代表取締役社長

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈 株式事務のお取扱い 〉
1. 未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2. 住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社の口座へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社に
お申し出ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索

CLOSE�UP

「3ヵ年の中期経営計画（13中計）」 （2013年度～2015年度）

主要指標 2015年度 （ご参考）2012年度

売上高 （億円） 4,700 4,172

経常利益 （億円） 450 162

自己資本比率 （％） 38.0 33.4

D/E レシオ（NET） 0.88 1.13

連結借入金残高（NET）（億円） 1,690 1,652

技術本部

生産拠点

新製品／新技術開発等
新製品、新技術や

量産課題の情報交換

金型、設備、製品への
技術ノウハウのフィードバック

技術支援、
技術者等の受入れ教育

技術ノウハウの成文化
熟成した先進技術の生産拠点への展開

ものづくりセンター

生産パラメーターの決定／工程やノウハウの数値化

ものづくり部

実働ライン・設備でのトライとデータ収集

製造部

品質と生産性向上の仕組み確立

課題の改善・技術データの蓄積

● ものづくりセンターの役割

C O N T E N T S

ご挨拶

第89期上半期レビュー  データ編

第89期上半期レビュー  ニュース編

インタビュー　
取締役　兼　常務執行役員
 （三井金属アクト株式会社　代表取締役社長）

坂井　治文

CLOSE UP　
三井金属アクトものづくりセンター
自動車用機能部品の
世界同一品質と高い生産性を実現

ものづくりセンター外観

生
産
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

作
業
手
順
や
機
械
の
運
転
速
度
な
ど
、

製
品
を
量
産
す
る
上
で
最
適
な
加
工
条
件

用語解説
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方
式
）」の
導
入
と
と
も
に
、
生
産
体
制
の
世
界
最
適
化

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
上
半
期
の
業
績
は
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
中
国

市
場
に
お
け
る
販
売
低
迷
が
響
き
、
計
画
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
下
半
期
か
ら
は
中
国
の
状
況
が
改
善
し
つ
つ
あ

り
、
北
米
市
場
の
回
復
も
期
待
で
き
る
と
見
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
6
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
3
つ
は
先
ほ

ど
ご
説
明
し
た「
拠
点
戦
略
」「
営
業
戦
略
」「
新
製
品
開
発
」

で
す
。
こ
れ
ら
と
と
も
に「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」

「
原
価
低
減
」「
物
流
体
制
の
構
築
」の
3
つ
も
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

インタビュー

　
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社
は
、
三
井
金
属
の
５
事

業
体
の
１
つ
と
し
て
自
動
車
機
器
事
業
を
展
開
し
、

自
動
車
ド
ア
周
り
の
機
能
部
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま

す
。ド
ア
ロッ
ク
や
パ
ワ
ー
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
ユニッ
ト
な
ど
を
、

大
手
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
主
と
す
る
国
内
外
の

お
客
様
に
提
供
し
て
お
り
、
主
力
の
サ
イ
ド
ド
ア
ロッ
ク
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シェア（
約
13
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
ド
ア
ロ
ッ
ク
関
連
の
部
品
は
、

地
味
な
が
ら
も
車
に
乗
る
人
の
安
全
を
守
る
と
い
う
今
ま
で

も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
担
って
お
り
、

安
全
基
準
を
含
め
た
様
々
な
基
準
の
ク
リ
ア
と
厳
格
な

品
質
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
技
術
上
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
蓄
積
を
有
し
て
い
る
点
が
私
た
ち
の

強
み
で
あ
り
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
2
0
1
2
年
度
に
2
つの
生
産
拠
点

を
閉
鎖
し
九
州
工
場
1
工
場
体
制
と
し
ま
し
た
。
今
後
、

九
州
工
場
で
は
、
中
国
や
韓
国
と
いっ
た
海
外
に
近
い
と

い
う
地
理
的
利
点
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
を
展
開
し
、

自
立
自
走
に
よ
る
操
業
体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
先
進
的
な
量
産
化
技
術
を
国
内
外
の
各
生
産
拠
点

へ
発
信
す
る
役
割
を
担
う「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」を

山
梨
県
韮
崎
市
に
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　一
方
海
外
に
お
い
て
は
、
中
国
や
タ
イ
の
拠
点
を
核
と

し
て
7
つ
の
生
産
拠
点
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、

2
0
1
3
年
度
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
新

た
に
生
産
拠
点
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ
り
、
拠
点
間
の
役
割

分
担
と
連
携
で
量
産
効
果
を
上
げ
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
品
質
の
安
定
化
を
実
現
で
き
る
点
も
、
私
た
ち
の

強
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
近
年
の
自
動
車
産
業
を
概
観
す
る
と
、
国
内
の

自
動
車
需
要
が
縮
小
す
る
中
で
、
輸
出
が
国
内
生
産
を

支
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
長
期
に
わ
た
る
円
高
の

継
続
に
よ
り
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
海
外
生
産

移
転
と
現
地
調
達
化
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
の
市
場
成
長
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
が
著
し
い
新
興
国
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
地
域
で
は「
小
さ
な
車
」「
安
い
車
」の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
市
場
に
近
い
所

で
生
産
を
行
う
、
つ
ま
り
市
場
立
地
と
い
う
考
え
方

で
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
中
国
お
よ
び
タ
イ
の
生
産

拠
点
を
核
と
し
、
加
え
て
メ
キ
シ
コ
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
生
産
拠
点
か
ら
も
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

と
い
う
拠
点
戦
略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
営
業
戦
略
と
し
て
は
、
売
上
の
約
7
割
を

占
め
る
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、
次
の
成
長

の
柱
と
な
る
海
外
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
も

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
は
、
他
社
に
真
似
の
で
き
な
い
も
の
を

作
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
新
製
品
の
開
発
に
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
今
、
述
べ
ま
し
た
拠
点
戦
略
や
営
業
戦
略
、
新
製
品

開
発
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
取
り
組
み
が

「
三
井
金
属
ア
ク
ト
本
社
機
能
の
強
化
」で
す
。2
0
1
3

年
7
月
に
実
施
し
た
本
社
移
転
を
契
機
に
、
国
内
外
の

事
業
活
動
を
一
元
的
に
管
理
・
支
援
で
き
る
体
制
づ
く

り
と
と
も
に
、
海
外
で
も
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
も
の
づ
く
り
の
点
で
は
、
三
井
金
属
ア
ク
ト

社
内
の
技
術
本
部
を
軸
と
す
る
開
発
体
制
と
、「
も
の

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」に
よ
る
生
産
拠
点
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
金
型
の

製
作
や
製
品
の
基
本
設
計
な
ど
要
素
技
術
の
確
立
や

量
産
技
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
工
程
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
具
現
化

を
図
り
、
海
外
生
産
拠
点
の
迅
速
な
量
産
シ
フ
ト
を

実
現
し
ま
す
。
日
本
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
通
じ
て
量
産
化

リ
ス
ク
を
な
る
べ
く
排
除
し
、
必
要
に
応
じ
て
人
材
の

育
成
・
供
給
に
も
対
応
す
る
。
そ
れ
が「
も
の
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」の
機
能
で
す
。
従
来
か
ら
進
め
て
き
た

現
場
管
理
・
生
産
管
理
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
3
本

の
柱
を
連
携
さ
せ
て
世
界
同
一
品
質
を
実
現
す
る

「M
PW

（M
itsui Production W

ay

＝
三
井
生
産

Q1
は
じ
め
に
、
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q2
現
在
の
事
業
環
境
を
踏
ま
え
、
自
動
車

機
器
事
業
の
成
長
戦
略
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
？

Q3
そ
う
し
た
成
長
戦
略
の
推
進
に
お
け
る

重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
願
い

ま
す
。

Q4
自
動
車
機
器
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

裏
面
「
C
L
O
S
E 

U
P
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ

が
3
ヵ
年
の
中
期
経
営
計
画（
13
中
計
）に
お
い
て
目
指
す

2
0
1
5
年
度
の「
経
常
利
益
4
5
0
億
円
」の
う
ち
、
自
動
車

機
器
事
業
は
1
0
0
億
円
を
達
成
し
て
い
く
設
定
で
す
。

　
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社
は
、
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

三
井
金
属
の
他
の
事
業
も
自
動
車
産
業
と
の
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
海
外
進
出
に
あ
た
っ
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
動
車
産
業
の
情
報
の
提
供
等
を
通
じ
て
、

グ
ル
ー
プ
の
事
業
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
三
井
金
属
の
一
層
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 三井金属アクト株式会社の国内・海外生産拠点

新設拠点　　　既存拠点

PT. Mitsui Kinzoku ACT 
Indonesia
東南アジア新興国の
経済成長により拡大す
る自動車需要を取り込
んでいく。 ものづくりセンター

MITSUI KINZOKU ACT 
MEXICANA, S.A. de C.V.
北米および今後の中南米
自動車市場を舞台に事業
拡大を図る。

第 89期上半期レビュー　ニュース編

6
月
27
日
午
前
10
時
よ
り
、
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
大
崎
ウ
エ
ス
ト
タ
ワ
ー
地
下
1
階
）
に
て

第
88
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
す
べて
の

会
社
提
案
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
、
新
任
取
締
役

4
名
を
含
め
た
取
締
役
10
名
お
よ
び
新
任
監
査
役
1
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
な
ど
の
I
C
パ
ッ
ケ
ー
ジ
回
路 

基
板
に
用
い
ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
付
極
薄
銅
箔

「M
icroT

hin™

」に
つ
い
て
、
生
産
能
力
を
増
強
す
べ

く
、
銅
箔
上
尾
事
業
所
の
設
備
増
強
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。
工
事
は
2
0
1
4
年
3
月
に
完
了
し
、 

生
産
能
力
は
従
来
の 

月
産
1
0
0
万
㎡
か
ら 

同
1
4
0
万
㎡
に
拡
大 

す
る
予
定
で
す
。
急
速
な

需
要
増
に
も
対
応
し
つ
つ
、 

新
製
品
の
開
発
を
加
速 

し
て
い
き
ま
す
。

第
88
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催
　

会
社
提
案
を
承
認
可
決
、
取
締
役・監
査
役
を
選
任

6月

キ
ャ
リ
ア
付
極
薄
銅
箔
の
増
産
へ

銅
箔
上
尾
事
業
所
の
生
産
能
力
を
増
強

7月

常務執行役員
電子材料事業本部長

久
ひさおか

岡　一
い っ し

史

取締役

三
み う ら

浦　正
まさはる

晴

社外監査役

常務執行役員
金属・資源事業本部
副本部長
資源開発部長

平
ひらばやし

林　　豊
ゆたか

取締役

常務執行役員
CRO

（最高危機管理責任者）  

森
もり

　　俊
と し き

樹

取締役

●�

新
任
役
員
の
ご
紹
介

佐
さ と う

藤　順
じゅんや

哉

社外取締役

独立役員

2013年

米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
四
輪
車
向
け
排
ガ
ス
用 

触
媒
の
製
造
・
販
売
を
行
う
当
社
1
0
0
％
出
資 

子
会
社
「M

itsui Kinzoku Catalysts Am
erica Inc.

」 

（M
KC

A

）を
設
立
し 

ま
し
た
。
操
業
開
始
は 

2
0
1
5
年
7
月
の

予
定
で
す
。
北
米
の

堅
調
な
四
輪
車
需
要

を
背
景
に
高
ま
る 

現
地
の
技
術
ニ
ー
ズ
に 

対
応
し
、
触
媒
事
業

の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
ま
す
。

米
国
に
触
媒
事
業
の
製
造
・
販
売
拠
点
を
設
立

2
0
1
5
年
7
月
よ
り
操
業
開
始
予
定

7月

MKCA

2014
今後のIRスケジュール

下旬 上旬

2月3月

上旬

5月6月

上旬

２
０
１
４
年
３
月
期

第
３
四
半
期
決
算
発
表

31日

第
89
期
定
時
株
主
総
会
開
催

第
89
期
定
時
株
主
総
会

招
集
ご
通
知
発
送

２
０
１
４
年
３
月
期�

決
算
発
表

決
算
日
・
基
準
日

MicroThin™

自
動
車
産
業
の
変
化
を
捉
え
、

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バル
な
体
質
へシ
フ
ト

坂井 治文

 取締役　兼　常務執行役員
（三井金属アクト株式会社　代表取締役社長）
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方
式
）」の
導
入
と
と
も
に
、
生
産
体
制
の
世
界
最
適
化

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

上
半
期
の
業
績
は
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
中
国

市
場
に
お
け
る
販
売
低
迷
が
響
き
、
計
画
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
下
半
期
か
ら
は
中
国
の
状
況
が
改
善
し
つ
つ
あ

り
、
北
米
市
場
の
回
復
も
期
待
で
き
る
と
見
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
6
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
3
つ
は
先
ほ

ど
ご
説
明
し
た「
拠
点
戦
略
」「
営
業
戦
略
」「
新
製
品
開
発
」

で
す
。
こ
れ
ら
と
と
も
に「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」

「
原
価
低
減
」「
物
流
体
制
の
構
築
」の
3
つ
も
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

インタビュー
　
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社
は
、
三
井
金
属
の
５
事

業
体
の
１
つ
と
し
て
自
動
車
機
器
事
業
を
展
開
し
、

自
動
車
ド
ア
周
り
の
機
能
部
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま

す
。ド
ア
ロッ
ク
や
パ
ワ
ー
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
ユニッ
ト
な
ど
を
、

大
手
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
主
と
す
る
国
内
外
の

お
客
様
に
提
供
し
て
お
り
、
主
力
の
サ
イ
ド
ド
ア
ロッ
ク
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シェア（
約
13
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
ド
ア
ロ
ッ
ク
関
連
の
部
品
は
、

地
味
な
が
ら
も
車
に
乗
る
人
の
安
全
を
守
る
と
い
う
今
ま
で

も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
担
って
お
り
、

安
全
基
準
を
含
め
た
様
々
な
基
準
の
ク
リ
ア
と
厳
格
な

品
質
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
技
術
上
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
蓄
積
を
有
し
て
い
る
点
が
私
た
ち
の

強
み
で
あ
り
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
2
0
1
2
年
度
に
2
つの
生
産
拠
点

を
閉
鎖
し
九
州
工
場
1
工
場
体
制
と
し
ま
し
た
。
今
後
、

九
州
工
場
で
は
、
中
国
や
韓
国
と
いっ
た
海
外
に
近
い
と

い
う
地
理
的
利
点
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
を
展
開
し
、

自
立
自
走
に
よ
る
操
業
体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
先
進
的
な
量
産
化
技
術
を
国
内
外
の
各
生
産
拠
点

へ
発
信
す
る
役
割
を
担
う「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」を

山
梨
県
韮
崎
市
に
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　
一
方
海
外
に
お
い
て
は
、
中
国
や
タ
イ
の
拠
点
を
核
と

し
て
7
つ
の
生
産
拠
点
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、

2
0
1
3
年
度
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
新

た
に
生
産
拠
点
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ
り
、
拠
点
間
の
役
割

分
担
と
連
携
で
量
産
効
果
を
上
げ
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
品
質
の
安
定
化
を
実
現
で
き
る
点
も
、
私
た
ち
の

強
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　　

近
年
の
自
動
車
産
業
を
概
観
す
る
と
、
国
内
の

自
動
車
需
要
が
縮
小
す
る
中
で
、
輸
出
が
国
内
生
産
を

支
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
長
期
に
わ
た
る
円
高
の

継
続
に
よ
り
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
海
外
生
産

移
転
と
現
地
調
達
化
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
の
市
場
成
長
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
が
著
し
い
新
興
国
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
地
域
で
は「
小
さ
な
車
」「
安
い
車
」の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
市
場
に
近
い
所

で
生
産
を
行
う
、
つ
ま
り
市
場
立
地
と
い
う
考
え
方

で
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
中
国
お
よ
び
タ
イ
の
生
産

拠
点
を
核
と
し
、
加
え
て
メ
キ
シ
コ
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
生
産
拠
点
か
ら
も
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

と
い
う
拠
点
戦
略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
営
業
戦
略
と
し
て
は
、
売
上
の
約
7
割
を

占
め
る
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、
次
の
成
長

の
柱
と
な
る
海
外
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
も

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
は
、
他
社
に
真
似
の
で
き
な
い
も
の
を

作
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
新
製
品
の
開
発
に
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
今
、
述
べ
ま
し
た
拠
点
戦
略
や
営
業
戦
略
、
新
製
品

開
発
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
取
り
組
み
が

「
三
井
金
属
ア
ク
ト
本
社
機
能
の
強
化
」で
す
。2
0
1
3

年
7
月
に
実
施
し
た
本
社
移
転
を
契
機
に
、
国
内
外
の

事
業
活
動
を
一
元
的
に
管
理
・
支
援
で
き
る
体
制
づ
く

り
と
と
も
に
、
海
外
で
も
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
も
の
づ
く
り
の
点
で
は
、
三
井
金
属
ア
ク
ト

社
内
の
技
術
本
部
を
軸
と
す
る
開
発
体
制
と
、「
も
の

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」に
よ
る
生
産
拠
点
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
金
型
の

製
作
や
製
品
の
基
本
設
計
な
ど
要
素
技
術
の
確
立
や

量
産
技
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
工
程
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
具
現
化

を
図
り
、
海
外
生
産
拠
点
の
迅
速
な
量
産
シ
フ
ト
を

実
現
し
ま
す
。
日
本
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
通
じ
て
量
産
化

リ
ス
ク
を
な
る
べ
く
排
除
し
、
必
要
に
応
じ
て
人
材
の

育
成
・
供
給
に
も
対
応
す
る
。
そ
れ
が「
も
の
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」の
機
能
で
す
。
従
来
か
ら
進
め
て
き
た

現
場
管
理
・
生
産
管
理
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
3
本

の
柱
を
連
携
さ
せ
て
世
界
同
一
品
質
を
実
現
す
る

「M
PW

（M
itsui Production W

ay

＝
三
井
生
産

Q1
は
じ
め
に
、
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q2
現
在
の
事
業
環
境
を
踏
ま
え
、
自
動
車

機
器
事
業
の
成
長
戦
略
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
？

Q3
そ
う
し
た
成
長
戦
略
の
推
進
に
お
け
る

重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
願
い

ま
す
。

Q4
自
動
車
機
器
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

裏
面
「
C
L
O
S
E 

U
P
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ

が
3
ヵ
年
の
中
期
経
営
計
画（
13
中
計
）に
お
い
て
目
指
す

2
0
1
5
年
度
の「
経
常
利
益
4
5
0
億
円
」の
う
ち
、
自
動
車

機
器
事
業
は
1
0
0
億
円
を
達
成
し
て
い
く
設
定
で
す
。

　
三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社
は
、
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

三
井
金
属
の
他
の
事
業
も
自
動
車
産
業
と
の
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
海
外
進
出
に
あ
た
っ
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
動
車
産
業
の
情
報
の
提
供
等
を
通
じ
て
、

グ
ル
ー
プ
の
事
業
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
三
井
金
属
の
一
層
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 三井金属アクト株式会社の国内・海外生産拠点

新設拠点　　　既存拠点

PT. Mitsui Kinzoku ACT 
Indonesia
東南アジア新興国の
経済成長により拡大す
る自動車需要を取り込
んでいく。 ものづくりセンター

MITSUI KINZOKU ACT 
MEXICANA, S.A. de C.V.
北米および今後の中南米
自動車市場を舞台に事業
拡大を図る。

第 89期上半期レビュー　ニュース編

6
月
27
日
午
前
10
時
よ
り
、
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
大
崎
ウ
エ
ス
ト
タ
ワ
ー
地
下
1
階
）
に
て

第
88
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
す
べて
の

会
社
提
案
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
、
新
任
取
締
役

4
名
を
含
め
た
取
締
役
10
名
お
よ
び
新
任
監
査
役
1
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
な
ど
の
I
C
パ
ッ
ケ
ー
ジ
回
路 

基
板
に
用
い
ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
付
極
薄
銅
箔

「M
icroT

hin™

」に
つ
い
て
、
生
産
能
力
を
増
強
す
べ

く
、
銅
箔
上
尾
事
業
所
の
設
備
増
強
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。
工
事
は
2
0
1
4
年
3
月
に
完
了
し
、 

生
産
能
力
は
従
来
の 

月
産
1
0
0
万
㎡
か
ら 

同
1
4
0
万
㎡
に
拡
大 

す
る
予
定
で
す
。
急
速
な

需
要
増
に
も
対
応
し
つ
つ
、 

新
製
品
の
開
発
を
加
速 

し
て
い
き
ま
す
。

第
88
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催
　

会
社
提
案
を
承
認
可
決
、
取
締
役・監
査
役
を
選
任

6月

キ
ャ
リ
ア
付
極
薄
銅
箔
の
増
産
へ

銅
箔
上
尾
事
業
所
の
生
産
能
力
を
増
強

7月

常務執行役員
電子材料事業本部長

久
ひさおか

岡　一
い っ し

史

取締役

三
み う ら

浦　正
まさはる

晴

社外監査役

常務執行役員
金属・資源事業本部
副本部長
資源開発部長

平
ひらばやし

林　　豊
ゆたか

取締役

常務執行役員
CRO

（最高危機管理責任者）  

森
もり

　　俊
と し き

樹

取締役

●�

新
任
役
員
の
ご
紹
介

佐
さ と う

藤　順
じゅんや

哉

社外取締役

独立役員

2013年

米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
四
輪
車
向
け
排
ガ
ス
用 

触
媒
の
製
造
・
販
売
を
行
う
当
社
1
0
0
％
出
資 

子
会
社
「M

itsui Kinzoku Catalysts Am
erica Inc.

」 

（M
KC

A

）を
設
立
し 

ま
し
た
。
操
業
開
始
は 

2
0
1
5
年
7
月
の

予
定
で
す
。
北
米
の

堅
調
な
四
輪
車
需
要

を
背
景
に
高
ま
る 

現
地
の
技
術
ニ
ー
ズ
に 

対
応
し
、
触
媒
事
業

の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
ま
す
。

米
国
に
触
媒
事
業
の
製
造
・
販
売
拠
点
を
設
立

2
0
1
5
年
7
月
よ
り
操
業
開
始
予
定

7月

MKCA

2014
今後のIRスケジュール

下旬 上旬

2月3月

上旬

5月6月

上旬

２
０
１
４
年
３
月
期

第
３
四
半
期
決
算
発
表

31日

第
89
期
定
時
株
主
総
会
開
催

第
89
期
定
時
株
主
総
会

招
集
ご
通
知
発
送

２
０
１
４
年
３
月
期 

決
算
発
表

決
算
日
・
基
準
日

MicroThin™

自
動
車
産
業
の
変
化
を
捉
え
、

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バル
な
体
質
へシ
フ
ト

坂井 治文

 取締役　兼　常務執行役員
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決算のポイント

セグメント別業績の概況

（前年同期比 22.7％減）
億円241

売上高

（前年同期比 37.9％減）
億円32

経常利益 電池材料や二輪車向け排ガス用触媒の�
販売は堅調に推移したものの、レアアース
価格の低下等の要因により、減益。

（前年同期比 18.0％増）
億円772

売上高

（前年同期は28億円の経常損失）
億円15

経常利益 亜鉛など主要地金の需要およびLME�
（ロンドン金属取引所）価格は低調に�
推移したものの、円安効果、在庫要因等
により、増益。

（前年同期比 1.6％減）
億円361

売上高

（前年同期比 113.9％増）
億円23

経常利益 極薄銅箔の需要が堅調に推移し販売が�
増加した一方で、汎用銅箔および金属粉
の需要が低調に推移。極薄銅箔の販売の
増加等により、増益。

（前年同期比 3.6％増）
億円616

売上高

（前年同期は4億円の経常損失）
億円58

経常利益 薄膜材料の販売が好調に推移。加えて�
同製品のたな卸資産評価の見積り変更に
よる一過性の影響等により、増益。

（前年同期比 8.5％減）
億円427

売上高

（前年同期比 78.5％減）
億円7

経常利益 エコカー補助金効果の剥落等により自動車
需要が低調に推移したことで販売が減少
し、減益。

金属・資源

％31.9

電子材料

％14.9

自動車機器

％17.7

素材関連

％25.5

1
POINT 　亜鉛など主要地金において円安効果がプラスに影響し、また、

極薄銅箔や薄膜材料の販売が好調。この結果、売上高は前年�
同期比９７億円（４.７％）の増収。

2
POINT

　損益面では、極薄銅箔や薄膜材料等の販売の増加、薄膜材料
製品のたな卸資産評価の見積り変更による一過性の影響、円安
効果および在庫要因等により、営業利益は前年同期比６１億円
（１０７.3％）、経常利益は前年同期比７９億円（１６８.5％）の増益。
さらに固定資産除却損等の特別損益、税金費用等を計上した�
結果、四半期純利益は前年同期比61億円（２３１.3％）の増益。

3
POINT 　通期では、当上半期決算と足もとの状況を勘案し、売上高は

４,３５７億円、営業利益は２０９億円、経常利益は２１４億円、当期�
純利益は１３１億円の見込。

第 89期上半期レビュー　データ編

億円119
営業利益

（前年同期比107.3％増）

億円126
経常利益

（前年同期比168.5％増）

億円87
四半期純利益

（前年同期比231.3％増）

億円2,167
売上高

（前年同期比 4.7％増）

％10.0
機能材料

※各セグメントの売上高および経常利益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。
※グラフはセグメント別の売上高構成比を表しています。

※�通期見込につきましては、2013年11月5日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。
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す
。

証券コード：5706

株主の皆様へ

2013年4月1日　　　2013年9月30日
上半期報告書第89期

　株主の皆様には、日頃から格別のご支援を賜り厚く御礼申しあげます。第８９期上半期
（２０１３年４月１日から２０１３年９月３０日まで）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、円安による輸入品の高騰や中国の景気減速懸念等が
あるものの、いわゆる「アベノミクス」によるプラス効果が実体経済に徐 に々波及している
ことに加えて、震災復興需要、緊急経済対策の本格化や消費税率引き上げ前の駆け込
み需要等もあり、景気は回復基調が持続している中で推移しました。
　このような環境下におきまして、三井金属グループの上半期業績は、極薄銅箔や薄膜
材料等の販売が好調であったこと、金属・資源事業等における円安効果による増収や 
在庫要因等により、前年同期比で増収増益となりました。
　５月に発表いたしました3ヵ年の中期経営計画（13中計）の初年度である本年は、 
今後の三井金属グループの発展成長を期する上で非常に大切なスタートの年であり、 
着実に計画を実行していくことで、２０１５年度の経常利益４５０億円達成に向けて企業 
価値の増大に努めてまいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
　なお、中間配当につきましては、財務体質の改善を優先し、見送りとさせていただきま
した。ご理解のほどよろしくお願い申しあげます。

ご挨拶

代表取締役社長

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈 株式事務のお取扱い 〉
1. 未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2. 住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社の口座へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社に
お申し出ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索

CLOSE�UP

「3ヵ年の中期経営計画（13中計）」 （2013年度～2015年度）

主要指標 2015年度 （ご参考）2012年度

売上高 （億円） 4,700 4,172

経常利益 （億円） 450 162

自己資本比率 （％） 38.0 33.4

D/E レシオ（NET） 0.88 1.13

連結借入金残高（NET）（億円） 1,690 1,652

技術本部

生産拠点

新製品／新技術開発等
新製品、新技術や

量産課題の情報交換

金型、設備、製品への
技術ノウハウのフィードバック

技術支援、
技術者等の受入れ教育

技術ノウハウの成文化
熟成した先進技術の生産拠点への展開

ものづくりセンター

生産パラメーターの決定／工程やノウハウの数値化

ものづくり部

実働ライン・設備でのトライとデータ収集

製造部

品質と生産性向上の仕組み確立

課題の改善・技術データの蓄積

● ものづくりセンターの役割

C O N T E N T S

ご挨拶
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第89期上半期レビュー  ニュース編
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CLOSE UP　
三井金属アクトものづくりセンター
自動車用機能部品の
世界同一品質と高い生産性を実現

ものづくりセンター外観

生
産
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

作
業
手
順
や
機
械
の
運
転
速
度
な
ど
、

製
品
を
量
産
す
る
上
で
最
適
な
加
工
条
件

用語解説
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